
①

②

　単項式と多項式の乗除の計算ができる。　 　　 　　 　

１節　多項式

　　１．多項式と単項式の乗除

　問　右の図において、 ， を直径とする円の半径を ， とすると

　　　①の長さは

　　　②の長さは

　　　したがって、点 の位置や の長さに関係なく、①と②の長さは等しい。

　～単項式と多項式の乗法について考えてみよう～

　例１　 　 　　　　　　　 　 　　　　※（　　　　）法則を使う。

たしかめ１　 　 　　　　　　　　　　　　　　　 　

問１　 　 　　　　　　　　　　　　　　 　

　　　 　 　　　　　　　　　　　　　 　

　例２　

問２　 　 　　　　 　 　　　　 　

　～多項式を単項式でわる除法について考えてみよう～

例３　 　 　　　　　　　　 　 　　　　※わる方の（　　　）をかける

たしかめ２　 　 　　　　　　　　　　　　 　

問３　 　 　　　　　　　　　　 　

　　　 　 　　　　　　　　　　 　

出来る範囲 …ワーク まで　

多項式　１



　多項式同士の積の展開ができる。　 　　 　　 　

１節　多項式

　　２．多項式の乗法

この組み合わせで計算

できる。

　～多項式と多項式の乗法について考えてみよう～

　問　 　を計算すると、どうなるか。

＝

　　＝　　　　　　　　　　　　　　　

　どのように計算したのか、理由（考え方）を説明してみよう。

　このように、単項式や多項式の積の形の式を、かっこをはずして単項式の和の形にすることを

　はじめの式を（　　　　　　　　）という。

　例１　 　 　　　　　　　　　　　 　

たしかめ１　 　 　　　　　　　　　　 　

例２　 　　　　　　　　※展開した式の（　　　　　　）をまとめる。

たしかめ２　 　 　　　　　　　　 　

問２　 　 　　　　　　　　 　 　　　　　　　　 　

　　　 　 　　　　　　　　 　 　　　　　　 　 　

例３　

問３　 　 　　　　　　　　　　　　 　

出来る範囲 …ワーク まで　

多項式　２



　乗法公式１を使って問題が解ける。　 　　 　　 　

１節　多項式

　　３．乗法公式

　～多項式と多項式の積を展開するための公式をつくってみよう～

　◇◆　 と 　◇◆

　 次の式を展開して □ △の形にしたとき、□，△はそれぞれどんな数になるでしょうか。

　 　 　　　　 　 　　　　 　 　　　　 　

　　□＝　　　　　　　　　　□＝　　　　　　　　　　□＝　　　　　　　　　　□＝

　　△＝　　　　　　　　　　△＝　　　　　　　　　　△＝　　　　　　　　　　△＝

　 　を展開すると、　　　　　　　　　　　公式１

＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＝

　例１　 ＝

たしかめ１　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　 　

　例２　 ＝

たしかめ２　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　 　

問１　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

　　　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

　　　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

　　　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

出来る範囲 …ワーク ７半分 まで　

多項式　３



　乗法公式２３４を使って問題が解ける。　 　　 　　 　

１節　多項式

　　３．乗法公式

　◇◆　和の平方，差の平方　◇◆

　 　と、 　を、公式１を使って展開し、公式を導き出そう。

　　　 　　　　　　　　　　

　　　　　　 　　　　　　

　　　　　　

　　　公式２

　　　公式３

　例３，４　公式２、公式３を使って展開しなさい。

　　 　 　　　　　　　　　　　　　 　

たしかめ３　 を展開しなさい。

たしかめ４　 を展開しなさい。

問３　次の式を展開しなさい。

　 　 　　　　　　 　 　　　　　　 　 　　　　　　 　

　◇◆　和と差の積　◇◆

　 を公式１を使って展開してみましょう。

　　

　　　　　　　　

　　公式４　

　例５　公式４を使って展開してみよう。

　　　　

たしかめ５　 を展開しなさい。

問４　次の式を展開しなさい。

　　 　 　　　　 　 　　　　 　 　　　　 　

出来る範囲 …ワーク まで　

多項式　４


